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遺し伝える戦時系遺産・
豊予要塞と八幡浜第一防空壕

　

年
配
の
方
か
ら
今
の
内
に
聞
い
て
お
か
ね
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。“
遺
し
伝
え
る
”
と
い

う
事
柄
が
何
だ
か
ム
ツ
カ
シ
く
な
っ
て
い
る
時

代
の
今
、
私
た
ち
は
そ
れ
を
何
で
補
い
何
で
伝

え
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
。
特
に
戦
前
期
の
話
は
、

子
ど
も
た
ち
か
ら
す
れ
ば
も
は
や
祖
父
母
で
も

届
か
な
い
領
域
で
、
体
験
談
と
な
れ
ば
曾
祖
父

母
あ
た
り
か
ら
聞
く
し
か
な
い
。
い
つ
の
間
に

か
、
昭
和
20
年
８
月
の
終
戦
を
区
切
り
と
し
て
、

68
年
も
経
と
う
と
し
て
い
る
。

　

戦
後
生
ま
れ
で
還
暦
前
の
筆
者
の
世
代
は
、

親
か
ら
戦
時
中
の
話
を
少
な
か
ら
ず
聞
く
こ
と

が
出
来
た
。
多
く
を
語
る
こ
と
は
無
か
っ
た
が
、

戦
後
復
興
の
気
分
が
時
代
を
落
ち
着
か
せ
て
い

て
、
希
に
断
片
を
聞
く
こ
と
が
あ
っ
た
。
戦
地

で
の
話
は
思
い
出
し
た
く
無
か
っ
た
の
か
、
軍

歌
や
戦
後
食
糧
難
の
際
の
至
る
所
芋
畑
の
話
な

ど
、
根
幹
の
話
で
は
無
か
っ
た
だ
け
に
逆
に
聞

く
方
は
想
像
を
た
く
ま
し
く
し
た
。
今
回
は
、

そ
う
し
た
戦
時
系
遺
産
に
つ
い
て
ア
プ
ロ
ー
チ

す
る
。

　

伊
方
町
、
三

崎
の
突
端
に
は

人
知
れ
ず
豊
予

要
塞
が
横
た
わ

る
。
四
国
最
西

端
の
佐
田
岬
灯

台
は
、
そ
れ
な

り
に
知
ら
れ
た

存
在
で
は
あ
る

が
、
こ
の
エ
リ

ア
が
要
塞
地
帯

だ
と
詳
し
く

知
っ
て
訪
れ

る
観
光
客
は

希
で
あ
る
。
要

塞
は
、
砲
台
を

中
心
に
そ
れ

を
有
効
に
機

能
さ
せ
る
た

め
の
諸
施
設

群
が
、
地
形
を

利
用
し
て
配
備
さ
れ
る
た
め
、
比
較
的
広
範
囲

に
展
開
す
る
。
そ
の
名
の
如
く
、
地
勢
の
上
で

は
九
州
対
岸
の
佐
賀
関
（
関
崎
）
や
鶴
御
崎
、
高

島
と
呼
応
し
な
が
ら
、
豊
予
海
峡
を
は
さ
ん
で

の
要
塞
で
あ
る
。
日
本
陸
軍
が
大
正
８
年
に
設

置
を
決
定
し
た
。
そ
の
一
方
で
あ
る
佐
田
岬
砲

台
は
、
灯
台
直
下
と
御
籠
島
に
２
門
ず
つ
の
15

セ
ン
チ
カ
ノ
ン
砲
を
備
え
た
第
一
砲
台
（
同
15

年
竣
工
）
と
、
正
野
谷
地
区
に
あ
る
第
二
砲
台

（
昭
和
２
年
竣
工
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

ぞ
れ
に
は
、
砲
弾
の
射
程
を
測
る
ト
ー
チ
カ
の

よ
う
な
観
測
所
と
、
弾
薬
庫
、
あ
る
い
は
探
照

灯
格
納
庫
、
軍
用
桟
橋
（
国
登
録
有
形
文
化
財
）

な
ど
の
諸
施
設
が
付
随
す
る
。

　

中
で
も
第
二
砲
台
の
砲
側
庫
は
、
よ
も
や
と

思
わ
れ
る
当
時
の
ま
ま
の
戦
時
迷
彩
の
カ
ラ
フ

ル
さ
が
、
見
る
者
の
誰
を
も
驚
か
せ
、
リ
ア
ル

に
時
代
の
空
気
を
伝
え
て
い
る
。
手
前
の
円
形

プ
ー
ル
状
の
も
の
は
、
30
セ
ン
チ
短
榴
弾
砲
の

砲
座
で
あ
る
が
、
昭
和
９
年
に
は
他
所
に
転
用

さ
れ
、
主
な
き
ま
ま
い
つ
し
か
水
溜
り
と
な
っ

た
。
同
様
に
第
一
砲
台
も
戦
争
末
期
の
19
年
10 灯台直下の第一砲台

軍用桟橋

佐田岬第二砲台砲側庫及び砲座跡

202013.4



合
い
か
も
知
れ
な
い
。

　

工
事
は
朝
鮮
人
組
織
の
協
和
会
八
幡
浜
支
部

に
よ
る
勤
労
奉
仕
で
敢
行
さ
れ
、
八
幡
浜
警
察

署
が
発
注
。
施
工
費
は
当
時
酒
造
業
で
県
内
有

数
の
出
石
数
だ
っ
た
近
く
の
梅
美
人
酒
造
が
負

担
し
、
表
彰
さ
れ
て
い
る
。
施
工
も
地
元
の
浜
上

建
設
で
、
当
時
の
竣
工
写
真
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

結
局
、
県
内
の
主
要
都
市
に
は
珍
し
く
、
こ
の
町

は
空
襲
被
害
を
殆
ど
受
け
な
か
っ
た
が
、
町
名
の
幸

さ
い
わ
い

町
は
伊
達
じ
ゃ
無
か
っ
た
。
現
在
は
、
地
元
の
幸
会

の
人
た
ち
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
維
持
管
理
を
し
て
見

学
者
の
便
を
と
り
も
っ
て
い
る
。

な
り
、
第
二
、
第
三
の
予
定
が
あ
っ
た
の

か
ど
う
か
。

　

チ
ョ
ッ
と
寄
り
道
。
太
平
洋
戦
争
の
呼

称
だ
が
、
我
々
が
学
校
で
習
っ
て
き
た
こ

の
呼
び
名
は
、
戦
後
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
ア

メ
リ
カ
占
領
政
策
の
一
環
で
命
名
さ
れ
、

本
来
は
大
東
亜
戦
争
。
知
ら
ず
知
ら
ず
の

内
に
様
々
な
事
が
擦
り
込
ま
れ
て
い
て
不

思
議
に
思
わ
な
く
な
っ
て
い
る
か
ら
、
客

観
的
に
捉
え
て
み
た
い
。

　

と
も
か
く
、
こ
の
市
内
松
本
町
に
あ
る

防
空
壕
は
、
洗
面
所
や
ト
イ
レ
も
完
備
し

た
あ
る
程
度
の
長
期
を
想
定
し
た
設
備
機

能
を
持
ち
、
収
容
人
員
20
名
、
出
入
り
口

は
２
ヶ
所
。
興
味
深
い
の
は
、
広
い
壕
の

最
奥
部
に
設
け
ら
れ
た
棚
で
、
御
真
影（
天

皇
皇
后
の
写
真
）
な
ど
を
奉
祭
す
る
意
味
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月
、
火
砲
が
転
用
撤
去
と
な
り
、
佐
田
岬
砲
台

は
そ
の
使
命
を
終
え
る
。
既
に
大
鑑
巨
砲
の
時

代
で
な
く
な
っ
て
い
た
の
は
歴
史
が
証
明
し
て

い
る
通
り
。

　

灯
台
探
訪
用
の
駐
車
場
近
く
に
は
、
か
つ
て

の
弾
磨
き
所
が
か
な
り
傷
み
つ
つ
も
残
っ
て
お

り
、
案
内
看
板
が
無
い
た
め
一
般
客
は
素
通
り

し
、
知
ら
れ
ざ
る
遺
構
の
保
全
が
気
に
か
か
る
。

　

さ
て
、
市
街
地
に
あ
る
戦
時
系
遺
産
に
も
目

を
や
れ
ば
、「
八
幡
浜
第
一
防
空
壕
」
の
存
在
が

注
目
さ
れ
る
。
何
よ
り
も
そ
の
竣
工
年
が
特
筆

事
項
だ
。
昭
和
16
年
２
月
22
日
に
竣
工
式
が
行

わ
れ
た
。
既
に
中
国
戦
線
は
ド
ロ
沼
化
し
て
い

た
が
、
ま
だ
太
平
洋
戦
争
の
開
戦
は
そ
の
年
の

12
月
８
日
で
、
空
襲
な
ど
無
い
時
期
の
防
空
壕

建
設
で
、
そ
れ
は
四
国
初
だ
っ
た
。
当
時
の
内

務
省
防
空
課
が
、
同
年
初
頭
に
本
土
空
襲
に
備

え
る
防
空
対
策
と
し
て
の
指
導
要
領
を
出
し
て

い
る
の
で
、

そ
う
し
た
危

機
管
理
の
一

環
と
は
言

え
、
着
工
は

15
年
末
。
極

め
て
早
い
対

応
と
言
え
、

八
幡
浜
人
の

機
敏
さ
に
驚

か
さ
れ
る

が
、
さ
て
。

第
一
と
い
う

命
名
も
気
に

弾磨き所

八幡浜第一防空壕・古写真（提供:浜上建設）

八幡浜第一防空壕・内部

★ ご 案 内 ★
第4回戦争遺跡保存四国シンポジウムin愛媛（佐田岬・八幡浜）
　【期日】平成25年5月25日㈯ PM・26日㈰ AM
　　初　日：フィールドワーク（佐田岬・豊予要塞の見学）
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